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「見る」を楽しむ 
－造形的な視点から身近な世界をとらえ直す試み－ 

 

東洋大学 文学部教育学科 北澤 俊之  
 

 

 

左の写真は校庭で学童クラブの子どもたちが遊ぶ姿です。

はるか昔、はじめて赴任した小学校の図工準備室から撮影

したものです。校庭開放がなかった当時、放課後の校庭は

彼らだけの遊び場となり、伸びやかに、また密やかに遊びや

いたずら(?) が展開されていました。大人がこしらえた学校と

いう強固な枠組。でも子どもたちはそのちょっとしたすきまを

見逃さずに入り込んで遊びます。「子どもってたくましい！」。

たいして子どものことを知らずにぼんやりと教職に就いたわた

しは、日々繰り返されるこうした光景にすっかり夢中になって

しまいました。 

 

上の写真では、女の子が木にくくりつけたロープでターザン

ごっこをしています。ロープはおそらく長縄ですが、椅子はどこ

から調達したのでしょう。わたしの部屋のすぐ目の前の光景で

すが、気にするぶりもありません。下の写真では朝礼台の下

に木の枝や石を持ち込んで基地をつくっています。この秘密

の空間は誰にも発見されることなく、月曜日には校長先生や

生活指導の先生がこの上に立ってお話をされます。私はとい

えば、神妙な顔で話を聞きながらも、「実はその足下にはオレ

たちの秘密基地があるんだぜ」と、まるで共犯者のようにくす

っと笑ってしまったのを思い出します。 

 

それから随分と時は流れました。「以前なら子どもたちが興

味を示してくれた資料が最近では使えなくなった」とか、「強い

刺激にしか反応してくれない」といった声を現場の先生方から



聞くようになったのはいつの頃だったでしょうか。いまや0歳の乳児がタブレットを操る時代です。子どもをとりまく環境

の変化は、彼らの諸感覚に少なからず影響を及ぼしているのでしょう。これまで私は「子どものものの見方や受けとめ

方」に関心をもって研究を行ってきました。もしも、日常生活に向ける子どものまなざしが平板なものなりつつあるとし

たら、形や色、イメージを扱う造形教育が、より積極的にその対応にあたる必要があると考えてのことでした。 

  本稿のテーマに掲げた「とらえ直す」とは、身近なものを、いつもとは違った視点から改めて見たり味わったりする

ことをさしています。それは、ロシア構成主義の作家シクロフスキ-（Shklovskij,V.)が提唱した「異化」の概念と重なり

ます。彼は、事物をあえてその名前を用いずに、まるではじめて見たもののように描写したり、出来事をまるではじめ

て起きたことのように描いたりする文学的手法を「異化」とよび、習慣によって自動化した人々の知覚に「生の感覚」

を取り戻す上で有効であると説きました。ここでは、こうした身近な事物を絶えず新鮮なものとしてとらえていこうとす

るものの見方や考え方を「とらえ直し」とし、その契機となることを期待したいくつかの試みをご紹介します。 

 

 

 

 

 

   

 

「クローズアップで見る」「影や輪郭線に注目する」「違う

角度から見る」・・・。身近なものをいつもと異なる視点から見

みると新しい発見があるものです。その発見をクイズにして共

有する活動です。導入は『星の王子さま』に登場するウワバ

ミとしました。スライドのアニメーション機能を使って出題する

と手軽に楽しめます。 
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1. 「これな〜んだ ?」 クイズ 
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小学２年生がつくったクイズ。難問でした。 

サン＝テグジュペリ 『星の王子さま』岩波書店,2000 より 

＊本稿の掲載作品は基本的に学生が制作したものです。その他についてはキャプションを付しました。 

わたしには全く分かりませんでしたが、学生たちは「見たこ
とがあるけど思い出せない！」と悔しがっていました。 



  

 

 お花畑に行けば花模様。雨が降れば水玉模様に変わる不思議なワンピー

ス。トリミング遊びはおなじみの活動ですが、私は長年子どもたちに親しまれて

いるこの絵本からアイディアを得ました。 

△の穴のあいたカードは、身のまわりの形や色に注意を向けるためのシンプ

ルなしかけです。この穴から世界を見ると、いつもの見慣れた場所にも実にた

のしい形やテクスチュア、豊かな色が存在していたことに驚かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. わたしのワンピース 

 

にしまきかやこ 『わたしのワンピース』
こぐま社,1969 年より 
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穴のあいたカードをもって校内を探索する （小学１年生） 

「こんにゃく」という視点で身近

な世界を探索すると・・。 

 

「身近なところに、こんにゃくに

ぴったりのテクスチュアがいく

つもありました」という学生のコ

メントには思わず笑ってしまい

ました。 



 

 

 

 

「その場所にひっそりと暮らす住人は、私たちが見ていない間にどんなことをしていると思う?」という投げかけから

始めるこの活動。場の特徴から想像を広げて楽しむ即興表現です。ところが最近では「コップのフチ子」の影響か

（?）、「ものを持ち上げるひと」「雑巾がけをするひと」のように、予め特徴的なポーズの人形をつくってから、それを置

いてみたい場所を探しに行く、という逆向きの発想をする学生もちらほら出てきて、私としては楽しい発見でした。 

 

 

 

 

３. 〇〇の住人、見つけたよ！

ｂ 

 



 

 

 

ずいぶんと前になりますが、日本ブルーノ・ムナーリ協会代表の岩崎清先生のワークショップで教えていただいた

活動が元になっています。友だちからもらったちょっとした「きっかけ」から発想を広げて、自分の作品をつくります。い

わゆる見立て遊びなのですが、「友だちがつくってくれたきっかけからスタートする」というところがこの活動のキモとな

ります。その「きっかけ」は自身の制作意図とは無関係ですが、つくってくれたのは友人であることから、あまりぞんざ

いには扱えません。その意図を推し量って寄り添ってみたり、逆に恐る恐る壊したりしながら、いつもとは違うある種の

違和感や新鮮さを抱えつつ表現をスタートさせます。活動の終末には、きっかけをつくってくれた人と、引き継いで完

成させた人の交流の場を設けます。そこで形や色に対するお互いの受けとめ方の違いや、「いつもの手慣れた思考

法」をキャンセルすることの意味や可能性について考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４. コラージュのリレー 

 

タイヤ跳び 

➀1172200042 竹内優華

④自分で送っておきながらこんなことを言う
のもあれですが、中々抽象的な「きっかけ」
なのにも関わらず、このような作品を作る
ことができるのは凄いです！！
遊んでいる子どもたち(？)がピンクと緑の２
色使っている点、各々が違う動きをしている
など色々と工夫されていて自分も見習いたい
と思いました。

②安田さんからもらったきっかけ ③「タイヤ跳び」

⑤自分で1から作るときは作りたいと思ったもの
を作るけれど、きっかけをもらって作るときは
作りたいものより作れるものを作ろうとした。
きっかけを他者からもらって作るときは
「想像力」が自分で1から作るときよりも必要
だと思った。想像力を働かせて多方向から見る
ことで様々な可能性があることに気づくことが
できた。

きっかけを見たときに、初めは∩が山型に
並んでいるように見えたけれど、角度を
変えてみると∩が列になっているように
見え始めてタイヤ跳びを思い出した

〇〇さんからもらった「きっかけ」 タイヤ跳び 

1172200007 源馬綾乃

祝さんからいただいたきっかけ

わたしの作品「お誕生日会」
いただいたきっかけの部分が
人の歯かケーキの断面に見え
たので、悩みましたがケーキ
にすることにしてお誕生日会
感を出してみました。

〈活動のまとめ〉
人からもらったきかっけから作品を
作ることはまっさらな状態から作る
よりも意外と難しく、いろいろな想
像が膨らみました。また、自分が
作ったきっかけから作品を作ってい
ただいて、こういうとらえ方もある
のだなと新たな発見もありました。
小学校の授業で取り入れる際には全
員が同じきっかけから作品を作った
りすることも個性が出て面白そうだ
なと考えました。

〈祝さんからのコメント〉
「まさかクリップがケーキに変身
するとは思ってもなかったで
す！！周りの装飾も素敵で楽しそ
うなパーティーが想像できる作品
ですね！」

何かの口？
建物？
ステージ？
ケーキの断面？

〇〇さんからいただいた「きっか
け」 

 

〇〇さんからいただいた「きっか
け」 

〇〇さんからいただいた「きっかけ」 

〇〇さんからのコメント 



 

 

学習者自身が身近な事物の写真を撮影して作成するカードで

す。カードを作成したり、それらで遊んだりすることを通して、だれ

もが無理なく身近な事物のもつ形や色・テクスチュアへの注意を

高めてほしい、という願いから計画しました。この試みは、複雑な

事物や空間を教室に持ち込むことを可能にし、これまで扱いが

難しかった造形要素についても手軽に学習する場をひらきまし

た。ところが、カードの特徴である日常性は、学習者にとって親し

みやすい反面新鮮味に欠け、カードの特徴を見えにくくしているこ

とも分かりました。また、遠隔感覚である視覚に依拠した写真媒

体という性質上、対象のテクスチュアやコンポジションへの注意

が向きにくいという課題も見えてきました（これは一般的なアート

カードも同様ですね）。          

５. オリジナル アート・カード 

 

オリジナルアート・カード 
親しみを込めて? 「NAC(なんちゃってアート・カード)」と命名 

じゃ、わたしも
「とんとんとん」
つながりで・・

「とんとんとん」
つながり

長方形つながり
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「似たものつながりゲーム」（共通項を見つけてつなぐゲーム）におけるカテゴリー概念の拡張 
 
（１） ①〜④は、すべて共通項として「長方形が並んでいる」ことをあげ、グループのメンバーに認められてカードが置かれました。 

（２） ⑥は、はじめ④の下に置き、「どちらも並んでいる」と説明しましたが、グループのメンバーに「四角くないからだめ」と却下されてしまいました。 

（３） ⑤は、③の上に「同じものがトントンという感じで並んでいる」と説明し、反対意見が出るも協議の上認められました。 

（４） その後⑥は、「じゃあ私もトントンつながりで」と申し出て、ようやく認められました。このことは、形をはなれ、リズム・コンポジションにカテゴリー概 

念が拡張した姿と言えるでしょう。 

北澤俊之 「身近な事物をとらえ直すためのプログラムの研究 -アート・ゲームの実践を通して-」『日本美術教育研究論集』第 52 号,2019 年より 
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「言葉カード」によるグループ分け 
 
オリジナルアート・カードの課題として、テクスチュアやコンポジションに対する注意が向きにくいことが明らかになりました。そこで、ここでは特にこれら

の要素に着目してグループをつくったのちに、適当なグループ名を考えて「言葉カード」に表してもらいました。この「言葉カード」をゲームにうまく利用す

ることで、形や色以外の造形要素（テクスチュアやコンポジションなど）への注意が向きやすくなることが期待されます。 
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ことばカード 安田享平 1172200040

もく もく

もく もく
もく もく

淡い空の色と雲の感じが
とてもきれい

夏の晴れの日を
彷彿とさせる雲

綺麗な夕焼けと言われて
連想するような空

感想
今回は雲がもくもくとしている様子に着目したが
一つの写真から様々な「ことば」が浮かんできたので
まとめるのに少し苦労した。

ち
く
ち
く

ち
く
ち
く

ち
く
ち
く

ち
く
ち
く

感想
ことばカードでグループ
分けをすることによって
普段とは違った⽬線で作
品を鑑賞する事ができま
した。⼀⾒関連がないよ
うに⾒える写真も⼯夫し
て観察することで意外な
共通点を発⾒する事がで
きて⾯⽩かったです。

⑲Kusunoki ⑱Kono

①Abe

細い線が複雑に絡み
あっていって触った
ら痛そうなオブジェ
のように感じました。

落葉した枝と⼣陽が
重なり⾵情ある素晴ら
しい作品だと思いました。
枝がちくちくしている様
⼦が伝わります。

⾶び⽕った⽕花が線になっ
た様⼦をを捉えていて夏の
⼀瞬を写した素晴らしい作
品のように感じました。
触ることhができないが、
細い線という点でちくちく
しているように感じました。

1172200034 ⼩野寺 正遥

1172200042 竹内優華

感じたことをそのまま言葉にすることによって
表現の幅は広がることがわかりました。
人によって感じ方は異なり、表現の仕方もひらがなやカタ
カナ、小さい大きいなどさまざまで面白いなと思いました。
さらに共通点を自分なりに見つけて仲間分けをすることは、
あらゆる点に目を向けられるので大事だなと思いました。
また、分け方も人によってが違うので感性が関係している
のかなと考えました。

虹色に光が入っていて
素敵な写真だなと
思いました。

日常の中にある光と影を
映したお洒落な写真だな

と思いました。

空、緑、蔓、格子の
バランスが綺麗だなと
思いました。

さわやかなものの中に
光が差し込むイメージ

1172200038 楠 優斗オリジナルカード

きれいな夕焼けが辺り一面
に広がっている美しい。

透き通るような天気で湖に自
然が反射していてきれい。

ライトアップされいていて
光を放っていてきれい。

どこまでも
続きそうな
空で開放感
があり、
空のグラ
デーション
が美しい。

ぱ ～ っ と

ぱ ～ っ と

ぱ ～ っ と

全面的に横に広ーく
伸びている様子

活動を終えて
一つの写真と他の写真との共通
点を見つけることが難しかった。
今回の活動を通して、普段何気
なく記録しておきたい景色など
写真を撮るのとは別でまた違っ
た写真の見方ができて面白いと
思った。

オリジナルカード

隙間なく詰まっている

ぎっ
し
り

ぎつしり

ぎっしり

gissiri

GISSIRI

ぎ
っ
し
り

ぎ
っ
し
り

ぎ
っ
し
り

ギ
ッ
シ
リ
ギッシリ

ぎっ
しり

1172200005 祝聖乃

感想
日常のあらゆるものをオノ
マトペで表現してみると、
同じものでも様々なことば
で表現することができ、人
の感じ取り方の違いを実感
し、とても面白かったです。
また、ひらがな,カタカナに
よってそのことばの印象が
変わるのは、日本語の魅力
だなと感じました。 日常を切り取った写真なのに不思議とオシャレ！

ぎっ
しり

フローリングは何枚もの板が不規則に
並んでいるのに、整って見えるのが

不思議だなと思いました。

それぞれ違う板目が逆にオシャレだなと思いました。近未来的で素敵な写真だなと思いました。

ゴツゴツがぎっしりでなんか強そうです (笑)半透明な部分もあるので窮屈さを感じない
絶妙なぎっしり具合だなと思いました。

1172200017 ⽶尾 楓〈オリジナルカード〉

同じ形がいくつもぴった
りくっついている様⼦

⑩Shindo

④Gemma

⑪Fukuma

⑰Onodera

⽬を凝らしてみてみると、⼤きな
菱形がたくさん式詰まっていて、
とても⾯⽩い。

四⾓形の枠は薄いが、同じ形が規則的
に並んでいる。場所によって⾊も違う
ので視覚的に楽しめる。

視点を変え、真上？を撮影してい
る。普段⽬につかない場所ほど興
味深く感じる。

隙間なくぴったりと重なって
いる。フローリングはなぜ不
規則に並んでいるのか不思議
に思った。

活動を終えて
同じ特徴のものを集
めてみて、敷き詰め
られている類のもの
は、四⾓形が多いと
思った。隙間なく埋
めやすく、規則的に
並べやすいからなの
だろうか。常⽇頃か
ら⾒ているはずのも
のも、違う視点で⾒
ると形の⾯⽩さを感
じることができた。

ピ
シ
ッ

ビ
シ
ッ ④Gemma

②Iguchi
⑥Takahashi

⑪Fukuma

⑰Onodera

文学部教育学科初等教育専攻2年
1172200019 進藤耕平

自然の木に近いような床で落ち着くよ
うだ

綺麗に整った明るい床で落ち着
くようだ

木の床に差し込む光で2種類の
線が現れ良い画角だ

全てが９０度で不思議な空
間だ

背景が白一面であることから
はっきりとした線が現れてお
り見やすい

【気づき・感想】
スペースの都合上雑な感想になって
しまった。今回は「直角な線」を
テーマとして写真を集めたが、直角
という特別な角度のものが身の回り
にたくさんあると気づかされた。造
形的な視点は身の回りに隠れていて
芸術は身近にあるのだと感じた。

1172200021 福眞皓貴
御子柴さんの作品（学籍番号が次の人）

カク
カク

カク

カクカ
ク

カク

カク

カクカクして整頓しているように見
えて、実はバラバラに配置されてい
る。東京の道路みたいに、直線だ

けどごちゃごちゃしてる。
井口さん
の作品
階段に着目
しがちだが、
よく見ると
左下や右上
のドアなど
カクカクし
ている部分
が隠れてい
る。

進藤さんの作品
きれいに整った図形が並んでいるように見
えるが、よく見ると全て規則正しく並んで
いるのではない。

楠さんの作
品
全てではなく、
下半分の形が
カクカクして
いる。

活動を終えて
・御子柴さんの作品をカードにしたあ
と、他の人の作品を見ても同じテクス
チュア・コンポジションのものが見つ
からなかったが、よく見ると作品の端
に隠れてたり、見方を変えると見えて
きたりした。こうやってまとめると一
見違う作品に見えるが、色やものに惑
わされないで形に着目すると、同じ形
に分類されるように見えてくる。
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テクスチュアを表す「言葉カード」 コンポジションを表す「言葉カード」 



以上、簡単ではありますがささやかな実践を紹介させていただきました。いずれも「ちょっとした隙間時間に気軽に

取り組める活動」として、これまでの優れた先行事例を参考に計画・実践したものです。子どもたちの内に「おもしろが

るまなざし」を育むために、自動化しがちな「見る」行為に少しでも揺らぎを持ち込めればという願いでこれからも研

究、実践を続けていきたいと思っていますので、引き続き先生方からご指導いただければ幸いです。 

 

最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


